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尾 札 部 （札幌－第82号） 
 

北海道立地下資源調査所 

 技術員 庄 谷 幸 夫 

 同    高 橋 功 二 

はしがき 

この図幅説明書は，昭和39年から同40年にいたる，延80日間にわたって行なっ 

た野外調査の結果を，とりまとめたものである。 

野外調査は筆者らのほか，尻岸内川上流地域を，当調査所鉱床地質部の藤原哲夫氏 

に，尾札部川流域を同長谷川潔氏に，それぞれ担当していただいた。調査の一部を担 

当された両氏に厚くお礼を申し上げる。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅のしめる位置は，北緯41ﾟ50'～42ﾟ0'，東緯141ﾟ0'～141ﾟ15'の範囲で，亀 

田半島の東部に位置している。 

行政上は，図幅の大部分は南茅部町に，東南部は尻岸内村および椴法華村に，南西 

隅は函館市に，それぞれ属する。 

交通は，海岸線にって道路が開さくされており，鹿部および川汲を経て，函館に 

通じていたが，昭和41年10月に滝の沢トンネルの開通により，南茅部町と椴法華村 

とが連絡できるようになった。また，木川，尻岸内川および古武井川にそって函館 

林務署管轄の林道が開さくされている。村落は海岸線にそって，わずかに発達してい 

るにすぎない。地域の中心村落は，尾札部川と木川とにはさまれた海岸で，ここに 

は南茅部町役場がある。 

Ⅱ 地 形 

図幅地域の地形は，大きくみて，平坦地と山地帯にわけられる。 

５万分の１地質図幅 
説 明 書 
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平坦地は，段丘堆積物や冲積層の発達している地域である。前者は，北西隅に発達 

している標高20～40mの平坦面である。また，後者は，尾札部川，木川，木直川， 

ポン木直川の各川の岸地域，東南隅の矢尻川河口付近に発達している。 

山地帯は，先第三紀層，新第三紀層および火成岩類から構成されている地域で，急 

峻な地形を呈し，図幅地域の大部分を占めている。 

河川は，東西にのびる尾根を境にして，北部地域では，いずれも流路を南北にとり， 

太平洋に注いでいる。また，南部地域では，流路を北から南にとり，津軽海峡に注い 

でいる。おもな河川は，前者の地域では東から白井川，木直川，木川，尾札部川な 

どがあり，後者の地域には，古武井川がある。 

Ⅲ 地 質 概 説 

図幅地域の地質は，先第三紀層，新第三紀層，第四紀層および火成岩類から構成さ 

れている。地質系統は，第１図にしめしたとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 地 質 総 括 図 



－ 3 － 

先第三紀の戸井層は図幅の西部地域に断片的に分布しており，おもに粘板岩から構 

成されている。 

新第三紀層は，先第三紀の戸井層を不整合におおい，下位から川汲層，汐泊川層お 

よび木直層の三つの累層に細分される。 

川汲層は，図幅の西部地域に分布しており，無層理の緑色凝灰岩から構成されてい 

る。 

汐泊川層は，図幅の中央部地域から西部地域にかけて広く分布している。構成岩相 

によって，下部から木川頁岩部層と見日凝灰岩部層に分けられる。 

木直層は，図幅の中央部から東部にかけての広い地域に発達している。おもに凝灰 

角礫岩および火山角礫岩などの火山砕物から構成されていて，安山岩熔岩をともな 

っている。 

第四紀層は，図幅の東端部にわずかに分布している銚子岬層があるほか，これをお 

おい，丸山火山噴出物，段丘堆積物，崖錐堆積物，冲積層がある。 

火成岩類には，新第三紀の変朽安山岩，粗粒玄武岩，石英安山岩，および第四紀の 

含石英しそ輝石普通輝石安山岩熔岩などがある。 

地質構造は大きくみると，N W－S E方向に，戸井層が露出する地域を中核として， 

東部地域では，N W－S Eの走向をもち，N Eに傾斜する単斜構造をとっている。しか 

し，中核部は石英安山岩の迸入により，かなり擾乱されているので，構造はきわめて 

複雑である。 

また，地域内にはN E－S Wの方向をもつ断層が優勢に発達しているほか，西部地 

域にはこれと斜交するN－S方向の断層が，北部中央地域では，海岸線とほぼ平行な 

N W－S Eの方向の断層が，それぞれ発達している。 

とくに，N E－S Wの走向をとる断層にそった破砕帯の一部に，鉱化作用がみられ 

る。 

Ⅳ 先第三紀層 

Ⅳ.１ 戸 井 層 

1963年 長谷川潔ほか 戸井層 

戸井層は，木川流域および尻岸内川上流に，それぞれ小露出が断片的に分布して 

いるにすぎない。 
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この地層は，断層運動や石英安山岩の迸入によって，複雑に擾乱されているので， 

層序をたてることはできない。 

おもに黒色粘板岩から構成されていて，ときどき珪質岩をはさんでいる。また， 

木川南側支沢では，石灰岩をレンズ状に挾在しており，その走向はN70ﾟWである。 

この地層から化石の産出がないので，その地質時代を決定することは不可能である。 

しかし，大沼園図幅地域内に発達している，同じ地層と考えられる粘板岩に挾在し 

ている石灰岩から，M e so p h y l l u mらしい化石が発見されていることから，その地質 

時代は，中生代である可能性がつよい。 

Ⅴ 新第三紀層 

Ⅴ.１ 川 汲 層 

1963年 鈴木守ほか 川汲層
*

 

尾札部川，木川および木直川の各流域に分布している。下位の戸井層との直接の 

関係は観察できるところがない。 

なお，この地層は，粗粒玄武岩，変朽安山岩，および石英安山岩で貫かれている。 

層厚は，下限が不明なので明確でない。しかし，野外で観察された資料から200m＋ 

と推定される。 

この地層は，おもに無層理の淡緑色を呈する，粗粒な凝灰岩から構成されているが， 

時には淡緑色の砂質凝灰岩を挾んでいる。凝灰岩は炭酸塩化作用や緑泥石化作用をう 

けて，一部は炭酸塩鉱物や緑泥石で置き換えられている。 

化石の産出がないので，地質時代を明確に決めることはできないが，岩相および上 

位に発達している地層との関係から，西南北海道に広く分布している，新第三紀中新 

世の訓縫層と，同時期の地層と考えている。 

Ⅴ.２ 汐 泊 川 層 

1963年 鈴木守ほか 汐泊川層 

西部地域から，中央部地域にかけて分布している。まえにのべた，川汲層の上位に 

発達しており，両者の関係は整合である。ところによっては，先第三紀の戸井層と不 

整合で接している。 

* 標式地は東海図幅内の川汲山道東側である。 
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硬質頁岩，凝灰岩などから構成された厚い累層である。下部は硬質頁岩が卓越して 

おり，上部は凝灰岩を主体としている。前者を木川頁岩部層，後者を見日凝灰岩部 

層と呼称し，二つの部層に区分した。この地層は，見日川流域ではN20ﾟWの走向 

をもち20～40ﾟで東に傾斜している。 

硬質頁岩の特徴的な岩相と，産出化石から，西南北海道の各地に発達している雲 

層に対比できる。 

Ⅴ.２.１ 木川頁岩部層（新称） 

標式地は，木川下流河岸である。この地層は，見日川流域，木川上流域，尻岸 

内川上流の各支沢にそれぞれ分布している。 

この部層は，木川下流河岸でみられるように，下位の川汲層とは，厚い凝灰岩相 

の上限で境しており，整合である。本川上流の南側の支沢では，基底礫岩をともな 

って，戸井層を不整合におおっている。基底礫岩は戸井層を構成する各岩相と，同質 

の角礫または亜角礫から構成された中礫岩で，同質の粗粒砂で充したものである。 

この部層は，全層を通じ茶色を呈する珪質の硬質頁岩と，淡黄色を呈する泥岩 

の板状互層である。わずかに灰白色ないし淡緑色の凝灰質細粒～中粒砂岩および凝灰 

岩の薄層をはさんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 木川頁岩部層（見日付近） 
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産出化石は，Makiyama chitani（MAK IY A M A）のほか，尻岸内上流ではCyclamina
*
 

が産出する。 

Ⅴ.２.２ 見日凝灰岩部層（新称） 

標式地は，見日川の中流である。下位の木川頁岩部層が上部に向って凝灰質にな 

り，厚さ1mていどの凝灰岩を挾むようになる。この部分から見日凝灰岩部層とし 

た。 

岩相は，淡緑色の浮石質凝灰岩および淡緑色の砂質凝灰岩を主体としている。 

この部層は，標式地付近で層厚は500mであるが，木直川では50mとなり極端に 

薄くなる。このような層厚の極端な違いは，岩相の側方変化によるもので，木川頁 

岩部層の上部と同時異相の関係にある。 

Ⅴ.３ 木直層（新称） 

標式地は木直付近である。 

見日から古部にいたる海岸線，および標高400m以下の山腹に広く分布している。 

まえにのべた，下位の見日凝灰岩部層の凝灰岩層の上位にのっており，整合の関係 

にある。 

この地層は，主に火山角礫岩と凝灰角礫岩などの火山砕物から構成されているが， 

安山岩熔岩をはさんでいる。岩相の側方変化がいちじるしいほか，一般に下部から上 

部に凝灰質になるようである。火山角礫岩は，大から人頭大の，暗緑色ないし帯緑 

暗灰色を呈する安山岩角礫の間をうめて，灰白色の凝灰岩で膠結したものである。凝 

灰角礫岩は，大の角礫の間を，白色の凝灰岩で膠結している。安山岩熔岩は，厚さ 

数mで，一部は岩脈状を呈する部分もある。一般に暗緑色を呈するが，緑泥石化作用 

を強くうけているところは，淡緑色を呈する。角礫と熔岩とは同質のもので，安山岩 

である。この岩石は鏡下で観察すると，斑状構造をしめしている。斑晶は斜長石，普 

通輝石，しそ輝石である。斜長石は新鮮であるが，輝石は緑泥石におきかわっている 

ものが多い。一部は，炭酸塩鉱物，沸石などでおきかえられている。 

石基は，ハイアロピリテック構造からピロタクシチック構造をとり，短冊状の斜長 

石，粒状の輝石，不透明鉱物およびガラスから構成されている。 

岩相から，西南北海道にひろく発達している，黒内層の火山砕岩類にいちおう 

対比できそうである。 

* 沢 俊明（1936）による。 
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第３図 木直層中の安山岩熔岩（大梶付近）×50//ニコル 

Ⅳ 第 四 紀 層 

この地域に発達する第四紀層は，更新世の銚子岬層，丸山火山噴出物および段丘堆 

積物，現世の火山岩類で形成されている山地の周辺に発達している崖錐堆積物，冲積層 

である。このほか，これらの第四紀層をおおって広く発達している火山灰層がある。 

Ⅵ.１ 更新世の堆積層 

Ⅵ.１.１ 銚 子 岬 層（新称） 

標式地は銚子岬付近である。 

古部から銚子岬にかけて分布している。 

古部付近では，木直層を低角度の斜交不整合でおおっている。この地層は，一般に 

凝灰角礫岩と火山角礫岩からできている。凝灰角礫岩と火山角礫岩とは，それぞれ2 

～3mの厚さをもち，互層している。ときには，厚さ15c mていどの粘土の薄層をは 

さんでいる。最上部の火山灰層には直径10数c mの木片が含まれている。上位にの 

る丸山噴出物との違いは，この地層が黄鉄鉱化，粘土化，硫黄化の各作用をうけてい 

ることである。地層の構成物である角礫は，灰白色ないし赤紫色を呈する安山岩で， 

鉄鉱物によって茶色に汚染されているものが多い。 
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第４図 銚子岬層（銚子岬付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 銚子岬層（滝の沢付近） 
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×50//ニコル 
第６図 銚子岬層中の安山岩礫（銚子岬付近） 

この岩石を観察すると，鏡下で斑状構造をしめしている。斑晶は，斜長石としそ輝 

石である。石基は，ピロタクシチック組織をとり，斜長石，輝石，不透明鉱物および 

ガラスから構成されている。これらは，鉄鉱物によって汚染されている。 

この地層の地質時代をきめる積極的な証拠はないが，軟弱な岩相をしめしているこ 

とと断層の影響をうけていないことから，いちおう下部洪積世と考えられる。しかし， 

地質時代については今後の問題として提起しておく。 

Ⅵ.１.２ 丸山火山噴出物（新称） 

模式地は，標高691.1mの丸山付近である。 

木川上流の源となっている標高578.6mの三角点から西南方にのびる尾根，同三 

角点から北西方にのびる標高578.3mにのびる尾根，および同三角点から銚子岬にい 

たる稜線に広く分布している。 

この火山噴出物は，おもに安山岩熔岩から構成されているが，下部に厚さ数mの凝 

灰角礫岩層をともなっている。熔岩は，灰白色を呈する多孔質な普通輝石しそ輝石安 

山岩である。この岩石を鏡下で観察すれば，斑状構造をしめしている。斑晶は，斜長 

石，しそ輝石および普通輝石であるが，ときには，石英を含んでいることもある。石 

基は，ピロタクシチック組織をとり，斜長石，輝石，不透明鉱物およびガラスから構 
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×50//ニコル 
第７図 丸山火山噴火物（安山岩熔岩)(丸山付近） 

成されている。 

Ⅵ.１.３ 段丘堆積物 

段丘堆積物は，図幅の北西地域の海岸線にそって分布している。標高30～50mの 

平坦面を形成している。このほか，地質図に示してないが各河川にって河床からの 

比高数mの河岸段丘が分布している。この堆積物はおもに，河川の流域を構成してい 

る地層から供給された，人頭大以下の礫および砂からできている。 

Ⅵ.２ 現世の堆積物 

Ⅵ.２.１ 崖錐堆積物 

木川の最上流，古武井川の最上流および銚子付近に分布している。 

いずれも背後の火山岩山地から供給された角礫から構成されている。 

Ⅵ.２.２ 冲 積 層 

図幅地域の各河川の流域や，海岸にそった低地帯に分布している。主として砂礫層 

や砂層から構成されている。 

Ⅵ.２.３ 浮 石 層 

地質図にはしめしていないが，この図幅の全地域を浮石層がおおっている。この浮 
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石層は昭和4年6月の駒ヶ岳の爆発によってもたらされた降下浮石層である。この堆 

積物は長径15m m前後の多角形または不定形の多孔質な浮石礫を主体としている。 

赤木健（1929）によれば，この地域に分布している浮石層は厚さ20～50c mの分布範 

囲内に含まれている。 

Ⅶ 火 成 岩 

図幅地域内に発達している火成岩類には，粗粒玄武岩，変朽安山岩および石英安山 

岩がある。 

Ⅶ.１ 粗粒玄武岩 

尾札部川下流流域および木川支流で川汲層を貫ぬいている。岩体の延長方向は， 

N－Sの走向をとる幅15mていどの小岩脈で，濃緑色ないし暗緑色を呈する緻密堅硬 

な完晶質岩である。 

鏡下の観察では，オフィチック組織をとっている。多くの短冊形の斜長石の間を， 

他形の普通輝石が充している。斜長石はやや新鮮であるが，ほとんどの普通輝石は， 

緑泥石および炭酸塩鉱物におきかえられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×50//ニコル 
第８図 粗粒玄武岩（尾札部川下流） 
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Ⅶ.２ 変朽安山岩 

尾札部川，木川および喜四郎沢流域で，木川頁岩部層を貫ぬいて発達している。 

一般に淡緑色を呈する緻密塊状をとっているが，ところにより30c mていどの柱状 

節理の発達している部分もある。 

鏡下の観察では，斑状構造を呈している。斑晶は，斜長石および輝石で，ときには 

融された石英を含んでいる。石基は，短冊状の斜長石，輝石および不透明鉱物とか 

ら構成されている。斑晶は，緑泥石，炭酸塩鉱物，絹雲母，モザイク状石英などでお 

きかえられている。石基も，緑泥石，炭酸塩鉱物，絹雲母，石英などで置換されてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９図 変朽安山岩（毛無山付近）×50//ニコル 

Ⅶ.３ 石英安山岩 

図幅の西部および南部地域に規模の大きな岩体で露出している。汐泊川層を貫ぬ 

き，丸山火山噴出物でおおわれている。 

岩体内では石英玢岩，石英安山岩および流紋岩など，ところによって岩質の違いが 

ある。これらはたがいに漸移関係をしめしているので，最も優勢に発達している石英 

安山岩に一括した。 

灰白色あるいは淡緑色を呈していて，石英の斑晶が明瞭にみられる岩石である。ま 
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た，塊状のものから節理の発達がいちじるしいものまである。 

鏡下の観察では，斑状構造をしめしている。斑晶は石英と斜長石であるが，ときに 

は輝石が含まれている場合もある。 

石基は，粒状の石英と短冊状の斜長石から構成されている。 

斑晶および石基は，絹雲母，緑泥石，炭酸塩鉱物，黄鉄鉱および石英におきかえら 

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×50//ニコル 
第10図 石英安山岩（古武井川上流） 

Ⅷ 応 用 地 質 

この図幅地域内に賦存している地下資源は，硫黄・砒素・硫化鉄鉱・鉄鉱・石灰 

石などがあげられる。このほか，古部や銚子に冷泉の湧出がみられ，銚子では石英安 

山岩が石材として利用されている。 

Ⅷ.１ 硫 黄 

この地域には古くから各所に硫黄鉱床の存在が知られており，古武井・押野・常盤 

・大梶・滝の沢・古部などの鉱山が稼行されて，その歴史は古い。北海道における 

重要な硫黄鉱床賦存地として注目されている地域である。しかし現在は稼行されてい 



－ 14 － 

る鉱山はない。鉱床については，坑道が崩落していて調査することができなかったの 

で不明である。 

かつて，高畠彰氏ら（1951）が行なった調査結果によれば，第１表にしめしたよう 

なものである。 

第 １ 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，これら硫黄鉱床の中には，やや規模の大きな鉱床があり稼行の対象になるも 

のもあるので，将来北海道における重要な硫黄生産地となる可能性がある。 

Ⅷ.２ 硫化鉄鉱 

硫化鉄鉱鉱床として尾札部鉱山がある。この鉱山は木川の上流約4k mのところ 

にある一支流に位置する。 

杉本良也（1960）によると，鉱床は石英安山岩の中に胚胎するN 20ﾟW方向をも 

つ，幅70c mていどの硫化鉄鉱脈である，地表部は酸化をうけて，低品位の鉄鉱 

にかわっている。 

現在，全く稼行されていない。 

Ⅷ.３ 鉄鉱 

鉄鉱鉱床は，古部地域，矢尻川流域，木沢上流流域にそれぞれ賦存している。 

鉱床は，硫黄鉱床と成因的に密接な関係をもち，硫黄鉱床の賦存している近くにみら 

れる。 

古部地域にある鉱床の規模が小さく，相泊川と古部川の岸に賦存している占部鉱 

山の鉱床は，杉本良也（1965）によると，鉱量3,390トン，F e 54.77％，A s  1.138 

％である。したがって，鉱量や鉄鋼原料としてひ素・りんなどの有害成分が多く含ま 
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れていることから，稼行はきわめて困難である。 

矢尻川および木川上流域に賦存している鉱床は，規模がきわめて小さいので移行 

の対象にならない。 

Ⅷ.４ ひ 素 

木直川の支流にひ素の鉱床が賦存している。木直ひ鉱山とよばれ，明治41年に雄黄 

を対象として採掘稼行されたことがある。坑道が崩かいしていて調査することができ 

なかったので，詳細は不明である。 

露頭は見あたらないが坑口より上流約50mの間は，粘土化岩が発達しており，そ 

の中にN 65～80ﾟW走向をもつ幅数c mの硫化鉄鉱染脈が数本発達している。しか 

し，雄黄の存在は認められなかった。 

Ⅷ.５ 石 材 

銚子の矢尻川川口の西方約600mのところでは，石英安山岩を骨材用に採石してい 

る。この会社は，従業員11人，日産50m 3の規模である。 
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Résumé 

 

The area of the Osatsube sheet-map i s located at the easte rn 

p a r t o f t h e K a m e d a P e n i n s u l a o f s ou t h w e s t e r n H o k k a i dō, f a c i n g 

the Paci f ic Ocean.  The area extends f rom 41ﾟ50' N to 42ﾟ0'N,  

and f rom 141ﾟ0'E t o 141ﾟ15'E, bu t on ly l e s s t han a qua r te r of  

the a rea i s occupied by the l and.  Main roads are running a long 

t h e  s e a  c o a s t s ,  a n d  t h e  a r e a  c a n  b e  r e a c h e d  f r o m  H a k o d a t e  

S t a t i o n o n t he Nat i ona l Rai l way by t he h igh wa y s v ia e i t he r To-  

dohokke or Kakkumi.  

The a rea can be div ided topograph ic a l ly in to the two par t s,  

t he p la in l and and t he mounta inous l a nd.  The fo rmer i s de ve l-  

oped on ly l oca l ly a long t he sea coas t s or r i ve r s, and i s cove re d 

b y A l l u v i a l d e p o s i t s a n d t e r r a c e d e p o s i t s.  T h e l a t t e r i n c l u d e s 

s t e e p m o u n t a i n s, o c c u p y i n g m o s t p a r t o f t h i s a r e a a n d i s c o m-  

posed of pre-Ter t ia ry format ions, Neogene format ions and var ious 

volcanic rocks.  
Geology  

The geo logy of t he a rea compr i se s pre-Te r t i a ry fo rma t ions,  
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Neogene format ions, Quaternary format ions and volcanic rocks,  

and the stra ta are divided in to the fol lowing format ions.  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pre-Tert iary System 

T h e  T o i  F o r m a t i o n：   T h i s p r e -T e r t i a r y  f o r m a t i o n i s  t h e  

l o w e r m o s t  f o r m a t i o n i n t h i s a r e a, a n d i s c r o p p i n g o u t  l o c a l l y  
a l o n g t h e Y a g i R i v e r a n d t h e u p p e r s t r e a m o f t h e S h i r i k i s h i n a i  

R i v e r .   T h e  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  b l a c k  s l a t e ,  w i t h  

s p o r a d i c a l l y  i n t e r c a l a t e d t h i n  l a y e r s o f  c h e r t , s a n d s t o n e , a n d  

l ime s to me.  
Neogene Tert iary System 

The Miocene fo rma t ions a re d iv ided i n to t he K akkumi For-  

m a t i o n, S h i o d o m a r i-g a w a F o r m a t i o n a n d K i n a o s h i F o r m a t i o n i n 

ascending order.  

The Kakkumi format ion, dis t r ibuted a long the Osatsube River,  

Yagi River, and Kinaoshi River, i s the lowermost Neogene forma-  

t i on, but no d i rec t re la t ion i s observed i n the f i e ld between th i s  

f o r m a t i o n  a n d  t h e  u n d e r l y i n g  p r e -T e r t i a r y  f o r m a t i o n s  i n  t h i s  

area.  The format ion consis ts of unstra t i f ied, massive green tuffs.  

The Shiodomari-gawa Formation may be divided l i thological ly  

in to the Yagigawa shale Member, composed chief ly of hard shales，  

a n d t h e K e n n i c h i T u f f M e m b e r, c o m p o s e d m a i n l y  o f t u f f s a n d 

tu f f brecc i a s.  The Ya g i-gawa Sha le Member, d i s t r i bu t ed a long 

Quaternary 

Quaternary
 
 
Pleistocene

Alluvium 
Talus deposits 

Terrace deposits 
Maruyama volcanic 
rocks
Kinaoshi formation 
Shiodomarigawa 

formation
Kakkumi formation

MioceneNeogene 

Pre-Tertiary  Toi formation 

Kennichi 
tuff member 

Yagigawa 
shale 
member
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t h e Y a g i R iv e r a n d K i na o s h i R i v e r, a n d i n t he u p s t r e a m o f t h e 

K i sh i rō River, cons i s t s ch ie f ly of ha rd sha le s, which i n t e rca la te  

a l t e rna t i o n s of t u f f ace ous sa nd s t one l ay e r s a n d t u f f l ay e r s, bo th  

about 5～ 10cm i n th ickness.  The fo rmat ion has a genera l s t r ike  

of NW-SE, dipping towards NE in the neighbourhood of Kennichi,  

b u t i t i s m o r e o r l e s s d i s t u r b e d i n o t h e r l o c a l i t i e s.  A l t h o u g h 

t h e f o r m a t i on l i e s c o n f o r m a b ly o n t h e u n d e r ly i ng K a k k u m i F o r-  

m a t i o n i t l i e s s o me t i me s d i r e c t l y o n t h e T o i F o r m a t i o n o f p r e-  

Ter t iary, as observed on the southen branch of the Yagi River.  

T h e K a k k u mi T u f f M e mb e r, d i s t r i bu t e d a l o n g t h e K e n n ic h i  

River, Pon-Kinaoshi River and Kinaoshi River, is composed mainly 

o f t u f f s a n d t u f f b r e c c i a s, i n t e r c a l a t i n g s e v e r a l t h i n l a y e r s o f  

mudstone, about 1.5cm in th ickness, and tuf f breccia about 20cm 

in th ickness.  

The Kinaoshi Format ion, widely dis t r ibuted along the Pacif ic  

Ocean coast, consists of volcanic breccias, and tuff breccias, some-  

t i m e s  i n t e r c a l a t i n g  l a y e r s  o f  a l t e r e d  a n d e s i t e  a b o u t  5～ 6m  i n  

th ickness.  The genera l s t r ike i s NW-SE, dipp ing about 30ﾟ to-  

ward NE.  

The Chōshi-misaki Format ion, dis t r ibuted along the sea coast  

n e a r F u r u b e, i s c h i e f l y c o m p o s e d o f t u f f b r e c c i a s a n d v o l c a n i c 

breccias, with in te rcala ted layers of clay, about 15cm in th ickne-  

ss.  The to ta l th ickness at ta ins to 20～ 25m.  
Quaternary  

The Pleis tocene format ions include the Chōshi-misaki Forma-  

t i on, Maruya ma Volcan ic Rocks, and the t e r r ace depos i t s i n as-  

cending order.  
T h e M a r u y am a V o l c a n i c R o c k s c o m p r i s e m a i n l y l a v a f l o w s  

o f quar tz-be ar ing aug i t e hy pers thene andes i t e s, which l i e on two 

layers of tuff breccia of the same andesite, about 5m in thickness.  

T h e t e r r a ce d e p o s i t s c o mp o s e d o f g r a v e l s, s a n d s a n d c l ay s 

a r e d i s t r i b u t e d o n t h e p l a n e s o f m a r i n e t e r r a c e s, a b o u t 20m～  
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60m in elevat ion.  
The Recen t sed imen t s compr i se t he t a l u s depos i t s composed 

o f g r a v e l s, s a n d s, v o l c a n i c a s h e s a n d c l a y s, a n d t h e A l l u v i a l  

fo rma t ion, both of which a re di s t r ibu t ed l oca l ly a long t he r i ve r s 

or the sea coast.  In addition, the whole area is covered by coarse- 

g r a i n e d  v o l c a n i c  a s h e s,  l e s s  t h a n 5 0 c m  i n t h i c k n e s s ,  e r u p t e d 

during the great ac t iv i ty of Volcano Komagatake in 1929.  These 

volcanic ashes are, however, omit ted f rom the sheet-map.  
Igneous Rocks 

A mong t he i gneous roc ks a re do le r i t e, propy l i t e and dac i t e  

o f t h e N e o g e n e.  T h e d o l e r i t e f o r m s a d y k e, b o u t 15～ 16m i n  

w i d t h, c u t t i n g t h r o u g h t h e K a k k u m i F o r m a t i o n i n N S d i r e c t i o n 

in the lower reaches of the Osatsube River.  

The propy l i te i s di s t r ibu ted in the eas te rn of the area, in t r-  

ud ing in to the Yagigawa Shale Member.  The dac i te, extens ive ly  

deve loped a lso i n the eas te rn par t of the a rea, was erup ted a f te r  

the deposi t ion of the Kennichi Tuff Member.  
Economic Geology  

T h e m i n e r a l r e s o u r c e s p r e s e n t i n t h e a r e a i n c l ud e s u l p h u r,  

a r se n i c, i r on, l i me s t o ne a n d b u i l d in g s t o n e s.  T he s u l p h ur a n d 
i ron su lphide depos i t s had been worked for long as t he impor tant  

sou rec of these meta l s i n Hokka ido, but t hey were abandoned i n  

la ter years.  Of these resources, only bui lding s tones are worked 

a t present.  
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